
【防災に関する活動】

令和５年度視察研修 ～ 横浜市民防災センター

令和５年12月６日、横浜市神奈川区にある横浜市民防災センターを視察しました。

地震の揺れや初期消火、火災の煙からの避難、災害の類似体験を通じて自助・共助の大切

さを学ぶことができる横浜市唯一の体験型防災学習施設で、当日は、①地震・火災コーナ

ー、②風水害（基本コース）を見学しました。
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【講演会の開催】

地域福祉に資する活動の一環で、衣笠ろうけんの支援相談課長・事務課長の古内郁子さん

を講師に招き「昨今の地域医療と病診連携」と題し、講演会を開催しました。

近年は自宅で医療を受ける機会が増え、訪問診療以外にも介護保険サービスで様々な職種

のスタッフが在宅療養をサポートしてくれる体制が整ってきたことや、横須賀市は全国的に

も有名な在宅医療療都市で、自宅で看取られる方の人数が人口20万人以上の市区町村の中で

全国２位と多いことなど貴重なお話をたくさん伺うことができました。

開催日：令和６年１月26日（金）

会 場：衣笠コミュニティセンター２F体育館

参加者：１２１名

テーマ：①今日の地域医療の課題

②昔からは変わっていった現在の医療

③介護施設は色々ある

●主な活動報告●

当日の講演会の様子

火災シミュレーター 減災トレーニングルーム 地震シミュレーターの説明を受ける様子
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●コラム●衣笠地運協構成団体紹介その４

～衣笠第１地区民生委員児童委員協議会～

阿部倉、池上、平作、金谷、衣笠栄町及び小矢部の一部を担当区域として、地域の高齢者

や児童、子育て家庭、障害者、生活困窮者など援助を必要とする方の見守り活動、生活相談

や助言を行っています。

●コラム●不織布トートバッグの製作について

衣笠地域の観光資源である「三つ引き両」「サクラ」「しょうぶ」をデザインした不織布

トートバッグを製作しました。

春から始まる様々なイベントの場で集客促進と観光ＰＲ

に活用していく予定です。

本紙のご案内
地域住民が主体的に取組むための組織

として設立された衣笠地域運営協議会

（略称：衣笠地運協）の活動内容を、

地元のみなさまにご紹介するための
広報紙です。

☆☆井澤與会長の思い☆☆

衣笠第１地区民生委員児童委員協議会は、41名の民生委員

児童委員で構成された会で、現在、30歳代から70歳代までの

幅広い年齢の仲間で活動しています。

地域でお困りの方の相談に気軽に乗れるよう常にスキル

アップして適切な部署に繋ぎ、支えるのが使命です。

多様化している現在、一致団結して活動していきたいと

思います。

衣笠スカリン

左から順に
八木副会長、井澤会長、安藤副会長

毎月１回開催される協議会定例会の様子

Ａ４ファイルがラクラク入ります！

☆主な活動内容☆

●赤い羽根共同募金活動
●独居高齢者などの支援
●一人暮らし高齢者の一斉調査、入浴利用券の配布
●地区社会福祉協議会への協力
●町内会・自治会活動への協力 など

いざわとも


